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2019年3月14日 離脱期日の延期を選択

【離脱期日再延期】
英国を除くEU加盟国27カ国の首脳は、2019年4月10日
（現地時間）に開催した緊急のEU首脳会議で、英国のEU
からの離脱期日を2019年10月31日まで再度延期することで
合意したと報じられました。なお、6月中に進捗状況の確認が
行われる模様です。
【すったもんだの挙句】
EUからの正式離脱日は今回で実質2回目の延期となります。
英国は2019年4月12日までにEUに対し、今後の方針を表
明する必要がありましたが、英国議会は依然EUと英国政府が
合意した離脱協定案を承認していません。
この状況を受け、メイ首相は2019年4月5日にEUに対して、
離脱期日を2019年6月30日まで延期するよう申請していまし
た。
ただし、これまでの経緯から、フランスを筆頭に一部EU加盟国
から英国の申請に疑問を呈する意見も出ていました。離脱期
日の再延期にはEU加盟国27カ国全ての合意が必要であるこ
とから、「合意なき離脱」に陥る可能性も高まっていました。
そのため、今回の離脱期日延期は「合意なき離脱」により発生
することが予想される大きな混乱を避けるためのいわば延命措
置ともいえます。なお、IMF（国際通貨基金）は2019年4月
9日に発表した世界経済見通しで「合意なき離脱」となった場
合、英国の実質GDP（国内総生産）成長率は2021年時
点で3.5％下振れ、また世界全体では0.2％の下押し圧力に
なるとの予想を発表しました。
【英国に対し条件が課されるとの報道】
離脱期日延期と引き換えに、英国には今後、EU内での発言
力を抑制するような条件が課されるとも報じられています。
いずれにせよ、全て「EUから離脱する」ことが前提であり、未だ
国内の意見がまとまっていない英国にとって厳しい状況にあるこ
とに変わりはありません。
そのため、今後の動向次第で市場を左右するような展開も見ら
れると想定されます。

 英EU離脱～10月末まで離脱期日延期へ～
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【離脱期日は10月31日まで再延期】
EU（欧州連合）は英国の離脱期日を『10月31日まで再延期』することで合意、また6月中に進捗状況
を確認することとなったことが報じられました。英国はまさにギリギリの段階で踏みとどまることになりましたが、再
延期と引き換えに英国のEU内での影響力を抑制するような条件が課される見込みです。国内で意見がまと
まっていない以上、英国が厳しい状況にあることに変わりはありません。

【今後想定される流れ】

2019年3月13日 「合意なき離脱」を回避

2019年3月12日 離脱協定修正案を否決

2019年3月21日 EUが離脱期日延期を条件付で
合意（2019年4月12日まで）

2019年4月5日 英国がEUに離脱期日延期を申請

2019年4月10日 EUが離脱期日再延期で合意
（2019年10月31日まで）

2019年6月中に進捗状況の確認？

2019年10月31日までに英国がEUから正式離脱？
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